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～楽しみながら防災体験～

『いばらde学ぼうさい』『いばらde学ぼうさい』
　　　　と　き　１２／１７（日）10：00～12：00
　　　　ところ　井原市芳井生涯学習センター

   ※駐車場 : 芳井中学校グラウンド
　　（車椅子の方は芳井生涯学習センター駐車場利用可）

主催 ： 井原市社会福祉協議会／井原市共同募金委員会　　　共催 ： 井原市／井原地区消防組合
協力 ： 井原警察署、井原市消防団芳井分団、日本赤十字社岡山県支部、井原ライオンズクラブ、井原青年会議所
　　　  epoおかやま笑顔プロジェクト、災害支援ネットワークNPOかけはし、ネッツトヨタ岡山

体験してみよう！
・煙体験
・消火器体験
・幼児安全法講習
・段ボールベッド
・避難生活支援講習

つくってみよう！
・段ボールトイレ
・新聞スリッパ、食器
・ビニール袋防寒着
・袋クッキング（有料）

ステージ♪
・出部保育園 鼓笛隊
・ダンス
  ◎ ASUWA キッズダンス教室
  ◎ GRAPE ★ STARS

【防災スタンプラリー開催】
全部回って携帯トイレを
ゲットしよう！※先着200名 【来場者特典】

防災食プレゼント
※数量限定

　　記念撮影
・消防士になろう
・日赤救護員になろう
・マスコットキャラクター
　◎でんちゅうくん
　◎ハートラちゃん

車両展示
・はしご車、救急車
・パトカー、白バイ
・非常時給電システム車
  （トヨタ　プリウス）
・通信指令車
・患者移送車

買って食べよう
・クレープ　  ・ピザ
・山菜おこわ  ・寿司
・よもぎ団子  ・コーヒー
・みついもジェラート
　　　　　　　  など

赤い羽根共同募金配分事業
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　いばらで集まった募金は、いばらのために使われます。
子育て世帯や高齢者、障害者の支援に使われたり、災害支援や地域の見守りなど、

支援する人をサポートする資金として使われています。
ささえられたり、ささえたり。

赤い羽根共同募金は、まちの貯金箱のように使ってもらうもの。
そこが、『じぶんの町を良くするしくみ』なのです。

　９月３０日（土）から１０月６日
（金）までアクティブライフ井原
のふれあいプラザで、市内の幼稚
園児、小・中学生が『赤い羽根』を
テーマに描いたポスター１２１点（令
和４年度応募作品）を展示しまし
た。

　１０月１日（日）に開催さ
れたはつらつ井原ふれあい
フェスタ＆得得市では、多
くの方に赤い羽根共同募金
を身近に感じてもらえるよ
う、ガチャガチャなど楽しい
グッズを用意し、啓発活動
を行いました。

　１０月２日（月）赤い羽根
共同募金出発式を開催。市内
８ヵ所の店舗で街頭募金を
行い、２３，７２４円の募金
をお寄せいただきました。

街頭募金

募金バッジ

イベント募金赤い羽根ポスター展

　この募金運動は、街頭募金、戸別募金、法人募金、学校募金などのさまざまなか
たちで、１２月３１日まで実施します。

～ご協力よろしくお願いいたします～

岡山城をモチーフに
したバッジです。

５００円／１個

１０月１日～１２月３１日
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木 之 子 地 区 社 会 福 祉 協 議 会
会 長　岡　田　捷　夫  さん

① ずばり！我が地区はこんなところ
　馬越恭平は「大日本麦酒」を設立し、ビール王と呼ばれる。生家が

残されており、母屋があった場所は現在は公民館となっている。
② 地区での活動
　・ご近所福祉ネットワーク活動
　・友愛訪問
　・ふれあい・いきいきサロン
　・赤羽根カフェ
　・地区ボランティアセンター
　　「きのこ～る」
　  ※コロナ禍により現在休止中の活動があります。

③ 活動への思い
地域でおもいやりをもち、役員の方々が喜んで
活動できることを目指している。

④ こんな地区を目指します！
　誰もが安心して住み、子どもから高

齢者まで活力ある地域。相手のこと
をおもいやる地域。

《プロフィール》

・１９４５年２月門田町淀生まれ

・２０１２年から木之子地区

  社会福祉協議会会長に就任

・趣味はスポーツ、地域貢献、

  地域開拓

木之子木之子  地区社会福祉協議会地区社会福祉協議会 地 区 社 協 紹介 No.16地 区 社 協 紹介 No.16

地区サロンリーダー研修会

地 区 人 口：２,７１１人
　　(令和5年９月末)

福祉委員人数：４０人
サ ロ ン 数：５サロン

　地域福祉活動に積極的に取り組む団体が、新たに実施しようとする事業を募集し、選考の
うえ事業費の一部を助成します。

①対象団体　地域の課題解決に向けた活動に取り組む民間活動団体
　　　　　　 ※ただし、１年以上継続した活動を実施している団体
②対象活動　子育て支援活動、居場所づくり等の新たな取り組み
　　　　　　地域の福祉課題解決のための新たな取り組み
③助成金額　１団体１０万円以内
 
　　　　【締　切】令和５年１２月２８日（木）　　※すべての要望に対応できない場合があります。

令和５年度助成　荏原地区社会福祉協議会「荏原地区子育て支援事業」
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　荏原地区社会福祉協議会では、赤い羽根まちづくり
福祉活動助成を受け、幼稚園や小学校の行事等による
振替休業日や、警報等による臨時休業日に「子どもの
預かり」事業を実施しています。
　「地域の宝である子どもは地域全体で育てる！」と
いう意識の高揚を図り「子育てのしやすいまちづくり」
を目指すことで、地域の活性化を図っています。

令和６年度令和６年度  赤い羽根 井原のまちづくり助成事業募集！赤い羽根 井原のまちづくり助成事業募集！

ボランティア団体・ＮPO活動支援事業の助成事業募集は、井原市社会福祉協議会HPに掲載しています！
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内　　　　　　容 日　　　時

法 律 相 談
法律上の難しい問題の相談　1件30分以内
（相続・金銭貸借・境界問題等）
※要予約　☎︎　６２－１４８４

    11/21（火）  
   12/ 5（火）     
     1/16（火）    

10：00～15：00
13：00～16：00
13：00～16：00

ひ き こ も り
専 門 相 談

専門家によるひきこもりに関する相談
※要予約　☎︎　６２－１４８４

    11/22（水）
   12/27（水） 

 9：00～12：00

障 害 者 相 談
支 援 セ ン タ ー

日々の暮らしの困りごとなどに関する相談

月～金曜日     8：30～17：00
（祝日を除く）　　　　　　　　　ふ れ あ い

福 祉 相 談

日常生活での心配や悩みごとの相談
（通帳の管理や支払いの不安・生活資金の貸付
　子どもの発達・家庭介護　など）

福祉の相談窓口 　～ふれあい福祉相談センター～ 相談無料／秘密厳守
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交通事故で娘を亡くした５８才の柴 久生。喪失
感の中で日々を過ごしていた彼が初めて知った。

“看取り士”という存在。
誰にでも訪れる最後の日々を支えるというこの
仕事をセカンドライフに選んだ柴の「死」に穏
やかに向き合う日々がはじまる。
人生の最後、どこで旅立ちたいですか？
大切な人の最後、どのように送りたいですか？

私たちの夢は、「全ての人が最期、愛されてい
ると感じて旅立てる社会創り」です。
誰もが皆、幸せな尊厳のある旅立ちができるよ
うに、この映画を通して、日本全国にその想い
をお伝えできれば嬉しいです。

　　　　　　　日本看取り士会　柴田 久美子

　日　時　　 令和５年１１月２２日（水）
   　　　　　　　　午後１時３０分～

　場　所　　 アクティブライフ井原
　　　　　　　　  ２Ｆメルヘンホール

記念上映会  『みとりし』（字幕付）

令和５年度令和５年度

井原市社会福祉大会井原市社会福祉大会

～ぜひご参加ください～
　参加無料（申し込み不要）

©2019「みとりし」


